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Abstract

アジア太平洋水文水資源協会が 年に発足した。その活動の根拠の一つがアジ2002
ア太平洋地域の”地域性”である。世界の中でこの地域がどのような特徴を持った

地域であるか、という課題について主に地理学的側面、すなわち空間に分布する様

々な属性のあり方に基づいて明記することを試みる。

１．はじめに

アジア太平洋水文水資源協会( )が 年APHW 2002
に発足した。その活動を支えるフレームワークとな

るのがアジア太平洋地域の”地域性”である。世界

の中でこの地域がどのような特徴を持った地域であ

るかを、主に地理学的側面、すなわち空間に分布す

る様々な属性のあり方に基づいて明記することを試

みる。

この課題に対しては、世界水フォーラムに先立ち

( )において議論を行ってきた。Virtual Session VWF
で個別に議論された内容はホームページVWF

( にて公開してい"http://www.cr.chiba-u.jp/ap-vwf")
る。本論では における議論を中心に、アジアVWF
太平洋地域の地域性について纏めてみた。

地域性の中で、水収支は地域の人間活動に極めて

大きな影響を及ぼす。そこで、最初に気候学的な水

収支に基づく水文地域区分をベースマップとしてア

ジア太平洋地域全体の地域性について考察する。次

に、アジア太平洋地域各地の地域性について個別に

記載を試みた。

Mushiakeなお、モンスーンアジアについては

( )が纏めており、本論もそれに準じた内容とな2002
っているが、アジア太平洋地域の領域を対象に内容

の取り纏めを試みた。

２．アジア太平洋地域の水収支

アジア太平洋地域は、地球上の地理的な位置に基

づく地域区分であるが、その中にモンスーンアジア

とその周囲を取り巻く乾燥地域を包含する。モンス

ーンアジアは一般に湿潤で特徴づけられているが、

乾期には乾燥する地域も多い。

図１はこの地域の簡単な水収支とその季節性を以

下の４つの基準に基づいて分類した図である（近藤

原図 。）

) 年間を通じて水余剰1 A:
) 水余剰と水不足の月があり、水余剰の方が多2 B:
) 水余剰と水不足の月があり、水不足の方が多3 C:
) 年間を通じて水不足4 D:

この図からは、東南アジアにおける湿潤と、中国
東部における湿潤から乾燥への北西へ向かう急激な

変化が読みとれると同時に、タイやミャンマーのよ

うに湿潤域に囲まれた乾燥域が認められる。一方、

中国西域、インド半島、オーストラリア大陸は多く

の面積が乾燥地域で占められていることがわかる。

したがって、アジア太平洋地域は水収支の観点か

らは乾燥から湿潤までが存在し、それが近接してい

るという点が特徴の一端を形成していると考えられ

る。とはいえ、Ｄ地域でも現在は乾燥の印象が薄い

地域も存在する。例えば、タイ、チャオプラヤ川中

下流域は 地域に分類されているが、 年代以D 1960
降のダムと灌漑設備の建設による乾期水稲栽培の開

始が湿潤な印象を与えているのかも知れない。しか

し、近隣には熱帯季節林が存在し、乾季には水不足

により葉を落とす。



この事例は人間活動が新しい地域性を形成してい

る例である。自然要因による地域区分に加えて、人

間的側面を理解することが、地域の水文学的特徴の

理解には重要である。

３．アジア太平洋地域の地域性

３．１ 社会経済要素

モンスーンアジアにおいては稲作社会が大きな人

口を支えていることは従来の多くの研究によって明

らかにされている。また、歴史的には海に囲まれた

半島と島嶼地域であることが古くから交易を可能に

し、独自の社会構造を形成してきたことが多くの文

献で指摘されている(例えば、高谷、 。1990）
一方、戦前には穀物輸出国であった東南アジア諸

国が一時期輸入国に転化したこと、その後、近代水

利施設により穀物生産量が伸びたこと、といった歴

史性の理解が地域の現状理解には不可欠である。

近代水利の整備による農業の集約化や、工業化の

過程は多くの地域で大都市の形成を促している。こ

れが優良農地の減少や、都市に特有の水問題、例え
ば、都市型洪水や汚染を引き起こしており、沖積低

地に位置する都市という特性が問題をさらに深刻に

している。

これらの問題に対処するためにはアジア太平洋地

域の地域性と歴史性の理解による総合的な実態認識

による社会の変貌の理解が必要であろう。

３．２ 地形要素

アジア太平洋地域の特性を形成する重要な要件は

その多くの部分が変動帯に位置していることであ

る。変動帯では土砂生産量が多く、これが浅い海に

Ohmori堆積して、広大な沖積平野を形成した。

( )によって示されたように、アジアからニュー1983
ジーランドに至る変動帯における年平均侵食速度は

年と、世界の中で桁違いに大きい。これがア1mm/
ジアの稲作の基盤である沖積低地を形成すると同時

に、土石流等の地盤災害の素因ともなっている。

モンスーンアジアでは沖積低地はありふれた存在

であるが、これは湿潤変動帯に多く存在する地形要

素であり、安定陸塊に存在する欧米には少ない。ま

た、氷期には陸化したスンダ陸棚と後氷期の海水準

変動が広大な沖積低地を形成した空間的、歴史的要

因になっている。

火山は変動帯に特徴的な地形要素であり、日本か

ら東南アジア島嶼部を経てニュージーランドまで多

数存在する。ここでは、噴火災害や不安定な地盤に

よる土砂災害が深刻な問題になっているが、火山は

図１ アジア太平洋地域の水文地域

豊富な水資源を供給する貯水池としての役割も果た

している。
モンスーンアジアの特徴の一つに高度分布の差が

大きいことがある。低緯度の高山では熱帯雲霧林が

形成され、独特の植生景観を形成しているが、水収

支の把握を困難にしている。山地水文学も当該地域

の重要な課題であろう。

３．３ 気候要素

モンスーンは季節によって変化する風系である

が、地域によってはモンスーンがもたらす雨そのも

のを指すこともある。このアジアモンスーンがもた

らす自然の恵みがこの地域の歴史、伝統、社会と密

接な関わりを持って現在の自然・社会環境を形成し

ていることは多くの研究で明らかにされている。

モンスーンアジアの範囲の定義は研究者によって

異なるが、パキスタンからチベット高原の南縁を通

って中国東北部に至るラインの南側と東南アジア島

（ 、 ）。 、嶼部と見なしてよいだろう 吉野 ただし1999
研究者によってはアジアの半乾燥地域を含むという

見解もある。学問的な定義は重要だが、ここでは水

問題に対処する枠組みとしてなるべく広く考えた

い。

雨は農業にとっては最も重要な資源の一つである

が、その降り方によっては災害ももたらす。東南ア

ジアから太平洋西部の海域は世界で最も降水量の大

きな地域であるが、その降り方にも特徴がある。例

えば、日降水量の最大記録の分布を調べると、イン

ドから中国東部、フィリピンから日本を含む太平洋



海域、およびオーストラリア北岸は、 以300mm/day
上の記録が存在している( )。Matsumoto,1993
このような大きな日降水量の最大記録はモンスー

ンによる降雨だけでなく熱帯低気圧の襲来によって

も引き起こされる。この熱帯低気圧には、太平洋西

、 、部で発生する台風 インド洋で発生するサイクロン

およびインド洋南部を東進し、オーストラリア北岸

に襲いかかる熱帯低気圧があり、アジア太平洋地域

の共通課題となっている。

４．地域性と水文環境

４．１ 水田

アジアの大きな人口を支えている地域システムが

水稲栽培である。なぜ、アジアで水稲が広く栽培さ

れているか、という点については降水量が大きいと

いうことと、耕作の場としての沖積低地の存在があ

った。

水稲栽培は数千年に渡って継続されてきた生産活

動であり、世界で唯一持続可能な食糧生産メカニズ

ムである。畑作と比較して、環境へのインパクトが
、 、 、 、少ないばかりか 気候緩和 洪水緩和 地下水涵養

、 。等 水文学的機能の面で多くのメリットが存在する

、 、これらの機能を活かしながら 将来の食糧安全保障

水文環境を構築できるのはモンスーンアジアの未来

可能性の一つである。

水田の存在には沖積低地以外にも火山の存在が大

きな貢献をしている。火山体の持つ豊富な水資源は

インドネシアのバリ島南部や東部ジャワ、ブランタ

ス川流域のような火山山麓の稲作地帯を形成してい

る。このような地域性は”地域資源”として有効に

利用していくことが可能である。伝統を引き継ぐた

めの知的枠組みが必要であろう。

また、扇状地や台地に存在する水田は近年（日本

では近世以降）の灌漑施設の整備により耕作が可能

になった地域が多い。一方、過湿のため稲の生産性

が低かった地域でも、水利施設の整備が安定した稲

作をもたらした地域も多く存在する。ここでも地域

性に基づく賢明な水管理が持続性に繋がっていく。

４．２ 水問題と水収支

アジア太平洋地域には乾燥・半乾燥地域も広く分

布する。また、湿潤地域に囲まれた半乾燥地域や、

湿潤と乾燥が接していることも、この地域の特徴で

ある。

このような半乾燥地域では近年多くの河川におい

て断流が深刻になってきた。例えば、中国華北平原

の海河では年間の長期間にわたって河道に水がない

状態が発生している。そのため、地域の水資源は地

下水に頼らざるを得ない。これが地下水位の低下を

引き起こし、食糧生産の将来を脅かしている(近藤

ほか、 )。2001
このような問題は華北平原ばかりでなく、世界各

地で同じような背景の元で発生している地球環境問

題といえる。アメリカの、ハイプレーン地域はその

代表例である。インドをはじめ、アジア太平洋地域

に広く分布するＤ地域では主要な水資源は地下水と

なっている。地下水は貯留量が大きいため、過剰揚

水の影響の認識は時間遅れを伴う。しかし、地表面

水収支が負である 地域の地下水の涵養速度は極D
めて小さく、回復に極めて長い時間がかかることも

意味している。

中国西域のＤ地域では近代的な導水路や地下水取

水施設が地下水位を下げ、伝統的な取水施設（カレ

ーズ）が存亡の危機に立たされているが、一方で、

この地域に水を供給する山岳氷河は地球温暖化の下

で後退を続けている。現在の河川流量は氷河の融解

（ 、 ）、によってもたらされているとすると 中尾 1998
その水利用は持続的ではない。水問題の理解には気

候変動の影響も十分理解しておく必要がある時代が
来た。

一方、チャオプラヤ川中下流の様に、年間を通じ

て水に恵まれているように見える地域でも、水不足

の問題は存在する。この地域における乾期の水稲栽

培は上流域のダムの建設により、 年代以降に1960
始まった。しかし、ダムの貯水量は 年代初頭に90
は死水レベル近くにまで達しており(新谷ほか、

、水危機の恐れは常に存在している。1994）

４．３ 灌漑システムと自然条件

アジア太平洋地域の自然に適応した水システムも

各地に見られる。例えば、バリ島の灌漑組織スバッ

クは火山山体から湧出する豊富な湧水を利用した持

続可能な水利用形態の一つと考えられる。また、メ

コン川デルタのコルマタージュは毎年決まった時期

にやってくる洪水に適応した灌漑システムである。

持続可能であることは、地域の個性に適合したシ

ステムであるということである。しかし、水利の近

代化が、新たな水循環システムと経済的繁栄への希

望を生みだしており、それにより脆弱性が増大しな

いようなシステム作りが必要になってきている。

４．４ 災害

モンスーンアジアの特徴の一つは湿潤であり、そ

れに起因した問題に があるToo much water issue
( )。その一つが洪水である。世界のMushiake,2002



中でもアジア地域の洪水の件数は多い。

しかし、アジアでは洪水は災害、恵みの両側面を

持っており、その解釈には地域性の理解が不可欠で

。 、 。ある 例えば 前記のコルマタージュがそうである

年の中国、長江の洪水では報道が洪水規模の1998
印象をずいぶん変えた感がある( )。洪Li , 1999et al
水の原因には諸説あるが、その中の自然的側面と人

間的側面を正しく切り分けて理解することが、適切

な対策に繋がる。

人間活動が不利益を被るのが災害であるが、不利

益に至った過程の裏にある利益の部分も認識し、評

価を行うことが重要な時期に来ていると考えられ

る。そのためには社会経済的な要素との関連性の検

討が必要だろう。総合的な現象認識が必要な所以で

ある。

５．おわりに

水は世界の中で偏在し、地域性に従って循環して

いる。したがって、水に関する問題を議論するため

には空間的枠組みの設定が重要である。その枠組み

としてアジア太平洋地域を設定したが、この地域の
独自性、主体性を明確にするために、アジア太平洋

地域の地理的特徴について検討を行った。

この地域の水循環、水問題を理解するための重要

な地域性および関連する水文過程として下記の項目

が挙げられる。

・湿潤変動帯

・乾湿の近接性

・モンスーンと熱帯性低気圧

・海域と島嶼の存在

・火山の恵みと災害

・水田の立地と水文学的機能

・都市化の背景とそれに伴う諸問題

・気候変動と水資源－河川、氷河への影響

・山地の水文過程

・乾燥・半乾燥地域の水文過程

これらの地域性の中に水問題を位置づけることに

より、問題の本質の理解、正しい対策の選定が可能

になると考えられる。そのためには総合的な地域環

境の認識が不可欠である。人間を含めた地域を構成

する要素の多様性を受け入れ、それらの相互作用を

明らかにし、アジア太平洋という空間の中で地域を

理解し、その中に水文・水資源に関わる諸課題を位

置づける。各国における歴史性の違いから、ある国

の経験は別の国の教訓になる場合もあるだろう。た

だし、教訓になるかどうかは地域性の理解が前提で

ある。これがアジア太平洋水文水資源協会に課せら

れた活動目標の一つと考えられる。

様々な環境問題が顕在化してきた 世紀は人類21
史上最も困難な時代かも知れない。人類の未来を考

えるとき、従来の開発中心の発展指向の考え方のみ

でなく、あるべき未来の姿を設定して、それに向か

って努力するという考え方が現れ始めている。これ

は人間個人の生き方が関わるため、極めて難しい課

題であるが、そうせざるを得ない状況にあることも

確かである。これを実現するためには、地域性に基

づいた正しい環境認識を共有できる成熟した社会が

必要となるだろう。ＡＰＨＷは新しい価値観の創造

を支援する知的基盤を提供する集団でありたいと考

えている。
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